
「2
0
1
4

え
ど
が
わ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

の
ご
案
内

初
夏
の
候
、
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
、
共
育
・
協
働
の
地
域
社
会
ゃ
つ
く
り
を
目
指
す
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て
、
ご

支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

。

さ
て
、
こ
の
た
び
「
2
0
1
4

え
ど
が
わ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
、
左
記

の
と
お
り
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
す
る
団
体
が
参
加
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
楽
し
く
体
験
し
な
が
ら
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
役
立
つ
こ
と
を
学
ぶ
コ
ー
ナ
ー
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
す
る
側
・
受
け
る
側
の
垣
根

を
こ
え
て
交
流
で
き
る
「
つ
な
が
る
広
場
」
を
設
け
て
お
り
ま
す

。

ま
た
、
今
回
は
、
友
好
都
市
山
形
県
鶴
岡
市
の
団
体
が
友
情
出
演
い
た
し
ま
す
。

ご
多
用
の
折
と
は
存
じ
ま
す
が
、
ぜ
ひ
ご
来
場
い
た
だ
き
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す

。

平
成
二
十
六
年
六
月

公
益
財
団
法
人
え
ど
が
わ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

理
事
長
小
久
保
晴

2
0
1
4

え
ど
が
わ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
長
岩
岡
信

行之

各

位

記

日

日寺

平
成
二
十
六
年
七
月
十
三
日
（
日
）
午
前
十
時
i

午
後
四
時

※
セ
レ
モ
ニ
ー
は
午
前
十
一
時
二
十
分
よ
り
（
一
階
展
示
ホ
ー
ル
）

ム
一
品場

タ
ワ
l

ホ
l

ル
船
堀
（
都
営
新
宿
線
船
堀
駅
北
口
）

一
階
展
示
ホ
ー
ル
、
三
階
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
、
五
階
小
ホ
l

ル
ほ
か

お
問
合
せ

（
公
財
）え
ど
が
わ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
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